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活用した環境啓発施設
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新クリーンセンターの
施設基本計画がまとまりました
市民参加で描いた環境とコストのバランスに配慮した新施設

　

市
内
の
ご
み
を
処
理
す
る
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
59

年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
。
主
要
設
備
の
ボ
イ
ラ
や
焼
却
炉
は
耐
用
年
数

の
30
年
か
ら
35
年
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
で
は
平
成
18
年
か
ら

新
し
い
施
設
の
実
現
に
向
け
た
議
論
や
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
施
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。市

で
は
平
成
29
年
度
の
稼
働

に
向
け
て
、
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
計
画
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
２
月
に
は

「
新
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
施
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」

を
、ま
た
３
月
に「
新
武
蔵
野
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
施
設
・
周
辺

整
備
協
議
会
」
を
設
置
し
、
新
施
設

の
計
画
と
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
具

現
化
す
る
た
め
の
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
組
織
も
市
民
と
専
門
家

が
協
議
す
る
「
武
蔵
野
方
式
」
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
３
月

に
は
同
委
員
会
お
よ
び
協
議
会
か
ら

提
言
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
市
で
は
７
月
に
「
新
武
蔵
野
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
施
設
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

は
、
安
全
・
安
心
な
施
設
づ
く
り
を

大
前
提
と
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化

や
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、
そ
し
て
市

政
が
負
担
す
る
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス

を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

TOPICS

新クリーンセンター
配置案

　現クリーンセンターの敷地内に新しい焼却施設であるエコセンター（仮称）を建
設します。現在の事務所棟とプラットホームを活用した、環境啓発施設であるエコ
プラザ（仮称）と市民の憩いの場となるイベント広場を設ける予定です。

01
❶
新
施
設
建
設
計
画
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
り
、
今
後
も
「
市
民
参
加

方
式
」
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

❷
地
球
環
境
の
保
全
お
よ
び
費
用
対

効
果
に
配
慮
し
た
安
全
・
安
心
な

施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❸
新
施
設
は
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、「
災
害
に
強
い
施
設
づ
く
り
」

を
行
い
ま
す
。
現
施
設
よ
り
さ
ら

に
耐
震
性
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
ご
み
発
電
の
災
害
時
の
活

用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

❹
環
境
配
慮
を
観
点
と
し
た
施
設
「
エ

コ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」、「
エ
コ
プ

ラ
ザ
（
仮
称
）」
の
整
備
を
具
体
化

し
ま
す
。

❺
民
間
事
業
者
の
最
新
技
術
や
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
建
設
・
運

営
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
れ
る
事
業

手
法
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
る
安
全
・
安
心
な
施
設

づ
く
り
を
確
立
し
ま
す
。

基
本
方
針

野球場

現施設 新施設
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新クリーンセンター8つ の 特 徴

　ごみ量を削減し、焼却炉は195トン／日から
120トン／日、3炉から２炉に

　市では現在年間3万2000トンあるごみ量を平成29
年度には3万トンとする減量化目標を掲げており、この
計画に沿って新しい施設でもごみ処理の量を設定。処
理能力は現施設の195トン／日から120トン／日、焼
却炉は3炉から2炉にします。

1

　現施設の煙突を再利用

　建設廃棄物や建設コストの削減、景観の保全など
の観点から、現在の施設が使用している高さ59メート
ルの煙突は、補強をしたうえで再利用します。

4

　湿式処理から乾式処理へ

　全国でも最も厳しい排ガスの自主規制値を守ること
を前提に、排ガス処理システムを湿式処理から乾式処
理へ変更します。これは、地球温暖化対策と経済性、メ
ンテナンス性を総合的に判断したものです。
湿式処理……液状の薬剤による排ガス処理方式
乾式処理……粉状の薬剤による排ガス処理方式

2

　白煙防止装置を設置しない

　現施設には清掃工場のイメージを和らげるため、煙
突からの排ガスが白く見えることを防ぐ白煙防止装置
が設置されています。新施設ではエネルギーや費用の
節減のため、装置を設置しません。装置を設置しなくて
も白煙が極力見えないよう技術的に配慮します。

3

白煙防止装置を止める実験を行いました。

通常時 実験中

23年度	 基本計画策定、事業者選定作業
	 生活環境影響調査、地質調査
24年度	 事業者選定手続、土壌汚染状況調査
25年度	 事業者決定、実施設計
26〜28年度	 新施設整備工事
29年度	 新施設稼働、現施設解体
30年度	 施設・周辺整備など
31年度	 整備完成

今後のスケジュール

　

　不燃ごみ・粗大ごみの
処理施設の規模を1/5に縮小

　分別収集やリサイクル処理が進んだため、不燃ご
み・粗大ごみの処理施設の規模を現施設の50トン／
5時間から10トン／5時間に縮小します。爆発事故防止
や機械による金属類の選別の効率化も図ります。

7

　民間事業者との連携でコスト削減

　市が責任を持って運営主体となる一方で、建設から長
期的な運営までを一括して民間事業者に委託し、コスト
削減を図ります。建設の概算事業費は約80億円（建設
費70億円、現施設解体費10億円）を想定しています。

8

　 ごみ発電

　新施設では、ごみ焼却で1時間あたり約2000〜2500
キロワットを発電します。施設で必要な電力（年間
8000万円相当）をまかなうとともに、余った電力は電力
会社へ売却するか、市庁舎や総合体育館で活用する
か、今後詳細を検討します。

6

5　 災害に強い施設設計

　新しい施設は、現在の施設以上に耐震性の高い
施設にします。煙突にも十分な強度がありますが、さ
らに耐震補強を行い、より安全なものとします。施設
と煙突の両方で、耐震強度を現状の1.25倍まで高
めます。
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